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生命情報科学を活用したゲノム編集動物研究の高度化
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実験動物の表現型情報およびゲノム解析技術

私の強み

ナノポアシークエンスを

用いたゲノム解析

いでマウス公開情報から

疾患関連遺伝子群を探索

自然病態発症ラットにおける

新規ヒト疾患モデルの探索

HOBラット

（小脳形成異常） 低リン血症

骨密度低下

→ 骨軟化症

モデル？

ヒト疾患関連反復配列の

コピー数定量化

糖尿病と骨軟化症を

併発するKOマウス群



医学研究の仮説を実験動物で検証できる形に落とし込む

先生方と議論したいこと

- 「この疾患・症状に近いマウス・ラットはいるのか？」

- 「候補遺伝子が複数あるとき、どれからモデル動物で

検証するべきか？」

- 「性差、ライフステージの違いをどう仮説に入れるべきか？」

- 「患者データから得られた遺伝子リストから、

表現型に寄与するものを絞れないか？」


